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1．HLA－DR分子を抗HLA－DR抗体で刺激すると，HGFは血管新生に関わる分子として   
IL－8およびGROを産生した。   
2．HLA－DR分子を抗HLA－DR抗体で刺激した際の培養上浦を添加して培養した  
HUVECの細胞増殖活性は克進した。   
3．HGFの培養上清を添加した際のHUVECの細胞増殖活性の先進は，抗IL－8抗体あるい  
は抗CXCRl抗体によって抑制された。  











【結論】   
本研究の結果から，HGF上のHIJA－ⅠⅠ分子を介した刺激によって産生される生理活性   
物質は血管内皮細胞の増殖を促進し，その増殖には主にⅠし8が関与していることが明   
らかになった。   














おける慢性炎症の病態の理解の一助になり得ると考える。   
本研究は，HLA－ⅠⅠ分子のうちのHLA－DR分子を介した刺激によってHGFbが産生す  












局所における慢性炎症をさらに進展させる可能性が示唆された。   
以上によって本申請論文は博士（歯学）の学位論文として価値があるものと認めた。   
